
 今回のいばらき診療所こづる定例会では、前回時間の関係でお話し仕切れなかった

脳梗塞の実際の断層写真の簡単な見方、リハビリの考え方、高次脳機能障害や運動・

感覚麻痺に対するケアにつき少し補足させていただき、その後、「事実を伝える」と

言うことにつき考えてみたいと思います。最近医療の現場ではインフォームドコンセ

ントと言う言葉が良く用いられるようになりましたが、やもすると説明したという事

実を残すだけの手段のようになってしまっているようにも思います。事実を正確に伝

えることなく責任のある意志決定は、患者さんにも医師にもできません。癌、難病な

どの告知の問題と併せて考えてみたいと思います。ご本人・ご家族に、病気の事実を

告げながらも、不安を持たずに受容していただかなければいけないし、病気の経過を

知っていただかなければ、発病後の生活設計もできないのではないでしょうか。 

 

 いばらき診療所こづる定例会は、今後も病気の理解を深めていただくために具体的

な各論をお話しさせていただいたり、在宅医療を通して出会ったすばらしい光景をお

話しできればと考えております。 

  今回も、 是非ご参加ください  

いのちをみとどける 

申込方法：当日の準備の都合がございますので、お名前、連絡先、所属機関を 

          ご記入のうえ、FAXまたはメールにてお申し込みください。 

 

申込先：いばらき診療所こづる 

         〒311-3107 東茨城郡茨城町小鶴 127-1 

         電話：029-291-0055   FAX：029-291-1456 

         E-mail：ibckozuru@ibc.or.jp 

 

参加費用：無料 

 

問合先：いばらき診療所こづる  加藤 

FAXでのお申込の場合、この用紙をそのままお使いください。 

お名前： 

                                   

                                                                                 様 

 

ご連絡先：                                        所属機関： 

 

                                               

日時：２０１０年７月３０日（金）18:00～20:00 

会場：いばらき診療所こづる 茨城町小鶴１２７－１ 

いばらき診療所こづる 
  定例会 第１８回 ― 生と死へのまなざし ― 


